
































































Practical Use and Characteristic of Competition Facilities at the 1972 
Sapporo Winter Olympics











































































































































































































































男子コース：スタート地点標高795 m―ゴール地点標高567 m，標高差228 m，
　　　　　　最大斜度35°07′，平均斜度25°27′







Aコース：スタート地点標高952 m―ゴール地点標高550 m，標高差402 m，
　　　　　最大斜度34°58′，平均斜度22°11′
Bコース：スタート地点標高952 m―ゴール地点標高550 m，標高差402 m，
　　　　　最大斜度36°49′，平均斜度21°57′
主要施設：ロープウェイ，山頂スタートハウス，山麓ゴールハウス，運営本部棟





































































































（現在　所有管理） 五輪前 五輪時の競技種目 五輪後の主な活用
真駒内セキスイハイム
スタジアム
一般財団法人
北海道体育文化協会
北海道立真駒内公園
（明治百年記念森林公園事業
として1967年公園造成）
開会式，スピードス
ケート
新設
夏：テニス，フットサル
冬：スケート
通年：各種大会イベント
真駒内セキスイハイム
アイスアリーナ
一般財団法人
北海道体育文化協会
北海道立
真駒内公園
（明治百年記念森林公園事業
として1967年公園造成）
閉会式，フィギュア，
アイスホッケー
新設
夏 ：テニス，バスケットボール，
ハンドボール，バレーボール，
バドミントン，卓球
冬 ：フィギュアスケート，アイ
スホッケー
通年：各種大会イベント
サッポロテイネ（SL）
加森観光（株）
回転
新設
冬：スキー場
サッポロテイネ（GSL）
加森観光（株）
大回転
新設
冬：スキー場
手稲山（ボブスレー）
2000年廃止
1965年スキー場立地 ボブスレー
新設
冬：（ボブスレー）
サッポロテイネ
（リュージュ）
加森観光（株）
1965年スキー場立地 リュージュ
新設
冬：スキー場
　（コース転用）
夏：ゴルフ場
大倉山ジャンプ（RH）
株式会社札幌
振興公社
1931年ジャンプ台（60m級）
立地
90m級は1964年改修
90ｍ級 通 年（夜間）：スキージャンプ，
リフト開放（展望），ミュー
ジアム，各種大会イベント
宮の森ジャンプ（NH）
札幌市スポーツ局施設
1970年ジャンプ台立地 70ｍ級
ノルディック複合
新設
通年（夜間）：スキージャンプ
（大会）
美香保体育館
札幌市
1970年竣工 フィギュア
新設
夏：体育館（温水プール）
冬 ：スケート，カーリング
月寒体育館
札幌市
土地転用
（元札幌競輪場1961年廃止）
1971年立地
アイスホッケー
建物新設
通年：スケート
資料: 日本語版Wikipedia「1972年札幌オリンピック」2021年２月８日アクセス，ほか。
注１）  SL＝回転／スラローム，GSL＝大回転／ジャイアントスラローム，RH＝90ｍ級／ラージヒル，NH＝
70ｍ級／ノーマルヒル。
注２）下線は，五輪競技との同等種目の活用ができることを意味する。
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の主な活用の年間カレンダーを表したもので
ある。すでに述べたように，スポーツ市民開
放では，夏季にテニスとフットサル，冬季に
スケートの活用ができる。スポーツ観戦では，
冬季にスピードスケート大会，スノーボード
フリースタイル大会（TOYOTA BIG AIR
／2011年第15回大会まで開催，以後は札幌
ドーム開催），夏季にマラソン大会，マウン
テンバイク大会が開催されている。スポーツ
外イベントでは，北海道真駒内花火大会（毎
年７月）やテレビ番組の催しも開催されてい
る。
　とりわけ，スポーツ市民開放とスポーツ観
戦では，通年型として夏季用と冬季用の内容
がある点は注目に値する。加え，スポーツ外
イベントとして北海道真駒内花火大会を定期
開催していることも強みである。この花火大
会は，有料観戦ながら，花火の他，音楽，照
明，炎をミックスした演出でユニークなイベ
ントとなっており，2020年で10回目（2020年
度は中止）を数える。
　真駒内セキスイハイムスタジアムの近くに
は，真駒内セキスイハイムスアイスアリーナ
も位置する。冬季スポーツ大会やスケート大
会開催のような場合，両施設を同時に活用す
ることができ，その効果も大きい。また，五
輪スタジアムは，屋根付きや開閉型屋根付き
のものがあるものの，屋内外の競技施設が近
接することにより，同じような効果を生んで
いる。さらに，両競技施設は，北海道立真駒
内公園内にあり，市民の憩いの場としての役
割を有する点も大きい。
２）大倉山ジャンプ競技場の場合
　表４は，大倉山ジャンプ競技場の主な活用
の年間カレンダーを表したものである。すで
に述べたように，スポーツ観戦では，スキー
ジャンプの国内外大会が開催されている。そ
の開催は，冬季昼間はもちろん夜間や夏季も
可能である。国際大会として，毎年，ワール
ドカップの会場となっている。
　スキージャンプ以外では，景色／夜景，博
表３　真駒内セキスイハイムスタジアムの主な活用の年間カレンダー
４月 11月　12月 ３月
【　スポーツ市民開放　】
　
　
【　スポーツ観戦　】
　
　
【　スポーツ外イベント開催　】
　
資料：各種Web資料より。
注）  実線は通常活用，点線は一時的，不定期活用を意味する。
テニス・フットサル
スケート
マラソン他
スピードスケート他
花火大会（７月）
133
物館見学（体験），飲食（カフェ・創作フラ
ンス料理）といった観光的活用ができる。景
色／夜景は，ジャンプ台に隣接するリフト設
置・開放によって可能となった。選手スター
ト付近には，展望ラウンジがあり，ここから
眺望を楽しめる。夜景では，2018年日本夜景
遺産（自然夜景遺産）2）、日本新三大夜景（札
幌）3）にも認定されている。選手ゴール（着地）
付近には，オリンピックミュージアムアネッ
クスが立地し，札幌冬季五輪の歴史や競技内
容，競技疑似体験，飲食等，多様な楽しみ方
ができる。そのため，スキージャンプに興味
関心がない層にも，訪問可能な競技施設とな
っている。
　都心部から近い点も大きい。大通公園から
西方に目を向けると大倉山ジャンプ競技場を
確認することができる。ライトアップされて
いる場合，夜間でも，その様子を確認するこ
とができる。以上から，大倉山ジャンプ競技
場は，スポーツ観戦以上に，多様な観光的活
用を有するため，札幌都市観光の有力な観光
資源の１つとして位置付いている。
Ⅳ．おわりに
　本稿は，1972年札幌冬季五輪の競技施設に
着目し，どのような後利用を行い，観光的活
用に結び付けてきたか，明らかにしようとす
るものであった。
　競技施設の特色は，五輪競技種目を基礎と
しながら通年・多用型となっている点にあ
る。その活用形態は，スポーツ市民開放型，
スポーツ観戦型，多目的型の３つに分けるこ
とができた。とりわけ，夏季に活用できる点，
スポーツ外イベントの活用できる点が，単な
る競技施設ではなく，観光的活用としての意
義を高めている。また，都心部からの近接性，
交通アクセスの整備が，その活用を支えてい
る。
　加え，施設規模の影響もある。先行研究で
みられたように，五輪スタジアムをはじめ，
近年の競技施設は，参加人数の関係から大規
模化している。大規模化は，多数の収容人員
表４　大倉山ジャンプ競技場の主な活用の年間カレンダー
４月 11月　12月 ３月
【　スポーツ観戦　】
【　展望台・展望ラウンジ　景色・夜景／カフェ　】
【　オリンピックミュージアム　見学／体験　】
【　アネックス　カフェ／創作フランス料理　】
資料：各種Web資料より。
注）  実線は通常活用，点線は一時的，不定期活用を意味する。
スキージャンプ
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を可能とするが，市民開放や国内大会の開催
を考えると，適さないことが多い。結果とし
て，後活用につながらない。札幌冬季五輪の
競技施設は，五輪スタジアムでも約180,000
人であり，多くは１万人未満である。そのた
め，施設規模が，適当で市民開放や国内大会
の開催，各種イベント開催につながったもの
と考えられる。
　札幌市は，2030年冬季五輪の国内候補地に
決定している。今のところ，既存施設の改修
や他地域の競技施設の活用を視野に入れてい
る。例えば，アルペンスキー会場としてニセ
コ地域，スケート会場として帯広市，ボブス
レー他の会場として長野市といった候補地が
挙がっている。よって，広域連携の開催の可
能性が高い。2020年東京夏季五輪（2021年７
月23日～８月８日）のマラソン・競歩の会場
での札幌市の部分開催（2021年８月６日～９
日）が決定している。
　今後の後利用（観光的活用）を考えた場合，
各競技施設の活用のみではなく，広域連携の
視点が必要となってこよう。その結果，これ
まで競合関係にあった競技施設の活用・住み
分けに貢献できる可能性がある。
　今後の課題として，広域連携の視点を意識
しながら，次期五輪の競技施設における効果
的な活用の考察・提案を行っていきたい。
注
１）実施区域は，東京都，埼玉県，千葉県，
神奈川県，栃木県，岐阜県，愛知県，京都
府，大阪府，兵庫県，福岡県。その後，栃
木県が除外され，他は2021年３月７日まで
延長（２月８日時点）。
２） www.yakei-isan.jp（日本夜景遺産）参照。
遺産の種類には，自然，施設型，ライトアッ
プ，歴史文化の４つがある。
３） https://jpotop3.yakeikentei.jp（日本新三
大夜景）参照。長崎市，札幌市，北九州市
の順で認定。大倉山展望台は，札幌市の構
成場所の１つ。
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